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可美中学校 学校だより「可美の学舎」１１２号（HP 掲載）              2024.2.1 

112「可美・浜松について語る!『市長・市議とのトークセッション』」（１月２３日 やらまいか講演会） 

１月２３日（火）午後、「やらまいか講演会」を開催しました。前半は浜松市長の中野祐介さんに

よるミニ講演会、後半は市長に加え、本校卒業生の市議会議員小野田康弘さんと代表生徒６名によ

るトークセッションを行いました。全校生徒・保護者・地域の方が見守る中、自分の言葉で質問し、

自分なりの思いを真剣に伝えようとする代表生徒たち…大変立派で、誇らしく思いました。トーク

セッションという新しい試みでしたが、市長・市議の温かい人柄やユーモアを交えた語りで会場に

一体感が生まれ、地元の可美・浜松を大事にする機運が高まったと感じました。また、ＣＳ委員や

地域の方からも温かい励ましのメッセージいただきました。心から感謝申し上げます。（北村健治） 
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生徒の感想① 

・市長・市議会議員のお話が聞けてすごくよい体験ができたと思いました。市長さんが「東京より

浜松の方が未来がある」と言ってくれてすごく嬉しかったです。未来があると言ってくれたこの

街を、市長さんが「未来は若者がつくっていく」と言ったように、率先して街に貢献していきた

いです。（１年男子生徒） 
 

・市長さんのことはあまり知りませんでした。なので、今回の講演をお聞きし、とても知的な方で、

ユーモアあふれるよい方だと知りました。私も浜松の発展に協力したいと思っているので、市長

さんもお体に気を付けてお仕事がんばってください。（１年女子生徒） 

←１月２４日の 

静岡新聞より 

↑１月２４日の静岡新聞より 
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生徒の感想➁ 

・「持続可能な社会」と聞くと SDGsが思い浮かびます。「持続可能な社会」を創り上げていくのは、

１００人でも足りないと思います。日本という国に住んでいる人、全員が行わなければいけない

と思います。全員が取り組むことで創り上げられていくと思います。（１年男子生徒） 

 

・聞いていて楽しかったです。私は政治に対してどこか「大変そう」「難しそう」などとマイナス

な気持ちを抱いていましたが、中野市長が「身近に感じてほしい」と言われていたのを聞いて、

政治について調べるというのも楽しそうだなと思いました。（１年女子生徒） 

 

・２０４５年には浜松の人口が約１０万人減少するという話を聴いて、驚くと同時に現在の浜松

がどれほど危うい状況なのかを知れました。私も浜松の一員として、将来は浜松のためになるよ

うなことをしたいです。（１年男子生徒） 

 

・やらまいか講演会を終えて、自分の考え方が変わりました。初めは「政治は難しそう」「堅苦し

そう」と思っていましたが、選挙の投票は１８歳からできて、「未来を創るのは『よそ者』『ばか

者』そして『若者』」という言葉を聞いて、「政治というものは身近にあるのだろうか」と感じま

した。中学時代の話や浜松の魅力についても知ることができ、楽しめました。（１年女子生徒） 

 

・今までは東京に行って大きな会社に就職したいと考えていましたが、中野市長のお話を聴いて、

「浜松で一生過ごすのも良いな」と思いました。自分は何か新しいものを将来つくりたいので、

ブラックホールのように地方の様々なものを吸い込んでいく都会よりも、０から新しいものを

創れる地方（浜松）で働きたいなという気持ちが強くなりました。（２年男子生徒） 

 

・市長さんたちの話…「浜松は日本一生活しやすい街。移住者にも選ばれる街。」ということを聴

いて、「私が住んでいる街はすごくいい街なんだ」ということを理解しました。私はこの街のた

めに少しでもできることをしたい。浜松を持続可能な街にするため、私たちでもできるかぎりの

地域を盛り上げる活動をしたいなと思いました。（２年女子生徒） 

 

・私の政治のイメージはやっぱり堅いイメージですが、今日の話を聴いて、「身近なところにある

もの、すばらしいもの」なんだと思いました。そして、どんな経験も将来につながるとても大切

なことなんだと思いました。私はちょっとした夢を持っていて、市長ではなく総理大臣になって

浜松だけじゃなくて日本をよくしたいです。（２年女子生徒） 

 

・将来の生き方や今の浜松についていろんなことを知 

れて、やっぱり浜松に生まれてよかったと思うこと 

ができました。浜松は全然いいところがないと思っ 

ていましたが、よい場所がなくても、健康な人が多 

かったり、人口が多かったりなど、いいところがた 

くさんあるということに気づきました。今回を機に 

自分の将来についてもっと考えようと思います。 

（２年女子生徒） 
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生徒の感想➂ 

・印象に残ったことは「政治家の仕事は市民のお手 

伝い」ということです。「お手伝い」という言葉だ 

けを聞くと難しいイメージはないのですが、「お手 

伝い」をこなすためにたくさんのことをやってく 

れていると思うと限られた人にしかできない仕事 

だと感じました。中野市長や小野田市議はそんな 

仕事を日々市民のために頑張ってくれているので 

素晴らしいと思いました。（３年男子生徒） 

 

・浜松では過疎化が進んでいて特に天竜区の人口がとても少なくなっていると感じます。だから、

中野市長には、天竜区にも人が集まり、中心部と変わらないような街づくりをしてほしいです。

天竜区にも浜松の中心部だけでは伝わらない魅力があると思うので、ぜひ天竜区も発展させて

いってください。これからも浜松市をよろしくお願いします。（３年男子生徒） 

 

・市長のお話を生で聴いて、より政治について考えることができました。政治と聞くと内閣や国会

などの中心部を想像してしまいますが、まずは自分の地元について関心をもっていくべきだと

思いました。浜松で生まれた若者は多いですが、大学進学と同時に外へ出て行ってしまいます。

それを留めるには、浜松にも多くの大学、興味の持てる就職場所がほしいと思いました。今回は

貴重な経験をありがとうございました。（３年女子生徒） 

 

・「政治」を少し身近に感じました。市長さんの話の途中に「多様性について」というものがあり

ましたが、私はこの「多様性」について深く考えることができました。これからは、自分の中の

考えにとらわれず、周りの人の新たな意見もよく聞いてみようと思います。そして、「多様性」

を生かしてよりよい浜松をつくるのと同じように、よりよい私の生き方を探してみようと思い

ました。（３年女子生徒） 

保護者・地域の方・学校関係者の感想 

・中学生の質問内容が素晴らしいものでした。生徒もいい経験ができたと思います。（市長・市議

は）大変お忙しいとは思いますが、このような講演会を各地域の中学校にもつなげてもらえた

ら嬉しいです。ありがとうございました。（保護者） 

 

・市民として、また、有権者として、このような講演を聴ける機会はめったにないので、とても

貴重な時間で、かつ、あっという間に終わったようにも思い、名残惜しくも感じたくらいです。

貴重な講演…本当にありがとうございました。（地域の方） 

 

・トークセッションがとてもおもしろかったです。講義形式の第１部よりもソファに座って対話

形式で行った第２部の方が市長さんの考えや思いが垣間見えた感じがします。また、学校行事

としても、市長さんや市議会議員さんと対等に話をする先輩の姿を後輩に見せる場というのは、

大きな意味があると思います。「あの先輩スゴイ!かっこいい。あのようになりたい。」と思った

後輩が伝統を守り、新しい可美中を創っていくのだと感じました。（他校の教員） 

 

 


